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◆「みどりの食料システム戦略」への貢献分野別に整理した技術的課題 
「みどりの食料システム戦略」に関連付けられた現場ニーズは、重複を除いて221件でした。

貢献分野別に見ると、化学農薬、化学肥料、有機農業の3分野に関するニーズが多く（表1）、
生産現場での投入資材低減や代替に関するニーズが相対的に多く確認されます。 
※本整理は、地方農政局等を通じて収集された技術的課題を基に行ったものであり、各分

野の状況や特性を代表的に示すものではありません。 
 

表１：「みどりの食料システム戦略」への貢献分野別 現場ニーズ件数 

※各貢献分野の定義は、別紙（資料の末尾）に掲載しています。なお、本表では、別紙に示
しているKPI⑨および⑩を「食品産業」にまとめています。 

※１つのニーズが複数の分野に該当する場合があるため、分野別の件数を合計しても、総件
数と一致しない場合があります。 

 
１ 貢献分野別の主な特徴 
 化学農薬（防除体系の再整理、IPM 前提） 
代替・減農薬や IPM を前提とした防除体系への転換に関するニーズが多く示されていま
す。侵入害虫や薬剤耐性菌への対応が北海道・東北を中心に顕在化している一方、関東で
も施設園芸等を中心に課題として挙げられるなど、地域を越えて関心が示されています。 
 化学肥料（施肥最適化、資源活用） 
施肥量の削減や肥効の最適化、有機資源の活用など、コスト高騰と環境配慮の両立を意識
したニーズが多く見られます。作物生育や圃場条件に応じて、施肥量や施肥時期を調整し
たいという要望が多く示されています。 
 有機農業（基盤技術、省力化） 
雑草・病害虫対策、土壌管理、収量の安定化といった基盤的な技術に関するニーズが集中
的に挙げられています。有機栽培の導入・拡大に伴い、管理作業の省力化や作業のしやす
さに関する関心が示されています。 
 温室効果ガス・園芸施設（エネルギー利用、環境制御） 
気候変動への対応を背景に、エネルギー利用や施設環境制御に関するニーズが中心となっ

貢献分野 化学農薬 化学肥料 有機農業 温室効果ガス 園芸施設 

ニーズ数 93 49 35 30 20 

貢献分野 食品ロス 再生可能 
エネルギー 

農林業機械・ 
漁船の電化・水素化 食品産業 持続可能な 

輸入原材料調達 

ニーズ数 13 11 5 3 0 
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ています。高温対策や省エネルギー化への関心が高く、施設運用上の工夫に関するニーズ
が見られます。 

 
２ 貢献分野横断的な課題 
 体系的な技術構築と運用上の課題 
防除、施肥、栽培管理等について、地域や作目条件を踏まえた体系的な整理の必要性が指摘
されています（例：化学農薬分野では防除体系全体の再構成、有機農業分野では基盤技術の
体系化）。個別技術の導入にとどまらず、複数の技術を組み合わせた対応が求められています。
一方で、設計や運用に係る負担が大きく、現場での定着に課題がある点が示されています。 
 評価・判断手法の未整理 
技術の効果や経済性を客観的に評価する指標や方法が十分に整理されていない点が、技術
導入や活用判断における課題として挙げられています。化学農薬や化学肥料の分野では、
効果や施用判断が経験に依存しやすい状況が共通して見られ、判断の再現性を高める評
価・管理手法の必要性が示されています。 

 
（別紙）みどりの食料システム戦略KPIの 2021年、2023年及び 2024年実績値一覧について 
出典：第 17 回 みどりの食料システム戦略本部資料（令和 7 年 12 月 26 日） 

 


